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 本稿では、2020年の年頭に当たって、当会の事業対象国であるロシア・NIS諸国の政治・経済・国

際関係の動向を概観することを試みる。その際に、この地域の盟主的な存在であるロシアと、その他

のNIS諸国との関係性に重点を置きながら、またロシアと欧州連合（EU）および中国という外部勢力と

の相克に着目しつつ、各国の国情を見ていくことにする。 

 ロシアの主導によりユーラシア経済連合が発足したのは2015年１月１日だったので、ちょうど５年間

が経過したところである。それに至る過程では、ロシアによるユーラシア統合のイニシアティブと、EUに

よる「東方パートナーシップ」がせめぎ合い、ウクライナ危機という未曽有の地政学的危機を招来する

こととなった。それをめぐるロシアと欧米の対立は、いまだに解消していない。しかし、いったんは「親ロ

シア」と「反ロシア」に色分けされたかに思われたユーラシアの地図は、ここに来て変容の兆しも見せ

ており、2020年代のロシア・ユーラシアの地域秩序の見通しは混沌としてきている。 

 今回の前編では、ロシア、ウクライナ、ベラルーシ、モルドバという欧州系の国までを論じる。中央ア

ジア諸国および南コーカサス諸国については、次号の後編で論じる予定である。 
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